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心
豊
か
な

未
来
を
め
ざ
し
て

伊
那
谷
か
ら
日
本
を
元
気
に
！

伊
那
谷
か
ら
日
本
を
元
気
に
！

　皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
温
か
な
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
９
月
に
内

閣
府
副
大
臣
を
拝
命
し
、元
気
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　昨
年
は
、
天
皇
陛
下
の
ご
即
位
に
よ
り
令
和
の
時
代

が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
年
で
し
た
。
７
月
の
参
議
院

選
挙
で
は
、
長
野
県
区
に
お
い
て
、
多
く
の
皆
様
に
ご

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
小
松
裕
候
補
が
議
席
を
得
る

こ
と
が
で
き
ず
、大
変
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、

全
国
的
に
は
安
定
し
た
政
治
基
盤
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
方
10
月
に
は
台
風
19
号
に
よ
り
長
野
県
や

関
東
・
東
北
地
方
が
大
き
な
浸
水
被
害
や
土
砂
災
害
に

見
舞
わ
れ
る
な
ど
、災
害
の
多
い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
海
外
経
済
の
リ
ス
ク
や
人
手
不
足
へ
の
対
応
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
経
済
成

長
力
の
確
保
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
な
ど
も
大
き
な

課
題
で
す
。

　こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
11
月
に
は
被
災

者
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
決
定
、
12
月
に
は
「
安
心
と
成

長
の
未
来
を
拓
く
総
合
経
済
対
策
」
を
踏
ま
え
た
補
正

予
算
と
当
初
予
算
の
編
成
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
デ
フ

レ
脱
却
と
経
済
再
生
を
図
る
た
め
の「
税
制
改
正
大
綱
」

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
こ
れ
ら
を
早
期
に
成

立
さ
せ
、
地
方
創
生
も
さ
ら
に
前
に
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　三
遠
南
信
自
動
車
道
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
早
期

開
通
に
向
け
て
、
必
要
な
社
会
資
本
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
女
性
や
高
齢
者
、
外
国
人
が
さ
ら
に
活
躍
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
、Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
、
ド

ロ
ー
ン
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
、様
々
な
技
術
を
農
業
や
医
療
・

介
護
、
も
の
づ
く
り
企
業
や
商
店
街
で
活
用
し
て
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
も
運
転
免
許

証
な
し
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
、
交
流
人

口
、
関
係
人
口
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
向
け
て
地

域
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　皆
様
と
共
に
、「
伊
那
谷
を
理
想
郷
に
！
」
と
の
夢

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

豊かな自然と伝統、そして温かい人々。
そこで育まれる、地域や国を越えた交流が

伊那谷の文化をさらに輝かせます

■ 交通インフラの充実
 リニア中央新幹線／三遠南信自動車道
 国道153号バイパス

■ 豊かな自然
 南アルプス／中央アルプス／天竜川

■ 高い技術力のある企業
■ 農業・林業の先進的な取り組み
■ 伝統文化の継承

伊那谷の魅力と強み

伊那谷の地方創生の実現は
日本の地域発展のモデルとなり、
問題を共有する世界各国からも
注目されることでしょう。

最先端技術を活用し
みんなで知恵を出し、助け合い

安心して暮らせる地域づくりを進めて
伊那谷を理想郷に！ をめざしましょう

● ICT（情報通信技術）を活用した教育の推進

豊かな自然を生かした
子供たちの農山村留学を推進

● ドローンによる配達・買い物支援の推進

● 免許を返上しても安心な暮らし　● 交通事故防止

● 中山間地の農作業の省力化
● 若い担い手の確保

自動運転・AI 乗り合いタクシーの実用化

三遠南信自動車道

自動農業機械

天竜峡大橋

戸草ダム

リニア長野県駅（仮称）

青崩トンネル

文化や地域の宝の発信
● 遠隔医療・移動診療車 ● 介護ロボット・介護補助器具

先端技術で医療・介護をサポート

新技術・ドローンの活用
● 女性や高齢者の活躍 ● 子育てしやすいまちづくり
● 外国人材の受け入れ ● 大都市との直結による経済活性化
● 地域コミュニティーの再生 ● 外国人観光客の増加
● 社会保障制度の充実 ● 新たなビジネスチャンスの到来

一億総活躍社会の実現

● 治水・砂防事業の促進
 ※戸草ダム
　　ダムの建設に向けた検討が必要

豪雨災害への備え

天竜川

遠州灘・太平洋

中央自動車道

権兵衛トンネル

三峰川

名古屋

東京

浜松市

リニア中央新幹線

R153 バイパス

宮下一郎支部長特集号伊那谷を理想郷に！ 地方創生に全力
「伊那谷を理想郷に！」、「伊那谷から日本を元気に！」
 2つのキーワードをモットーに掲げて活動している宮下一郎支部長に
「未来の伊那谷」についてお伺いしました。

未来の伊那谷
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伊那谷から日本を元気に！新たな国創りを
力強く進めていきます

南海トラフ地震に伴う土砂災害リスクを
軽減する目的で、約20年間、約195億
円の事業費をかけて実施するものです。

天竜川中流地区
地すべり対策事業着工式

6月 15日（天龍村）6月 15日（天龍村）

開会式の後、約8000名の皆さんが元気
に踊る姿に、皆さんのパワーを感じまし
た。

飯田りんごん訪問

8月 3日（飯田市）8月 3日（飯田市）

「い～なちゃんカード」と「つれてってカー
ド」の協同組合の皆さまに制度の説明
を行い質問にお答えしました。

キャッシュレス・ポイント還元制度
について懇談

2月 16日（伊那商工会議所）2月 16日（伊那商工会議所）

若手農業者をはじめとして、ＪＡの担当の
方、行政の農政担当、外国人材派遣
会社の方など、意見交換をしました。

第３回若手農業者と語る会

3月 9日（伊那市）3月 9日（伊那市）

天龍峡大橋の下に設けられた添架歩廊
「そらさんぽ天龍峡」を名勝天龍峡の新
たな観光スポットにしていきます。

三遠南信自動車道 飯喬道路
（天龍峡ＩＣ～龍江ＩＣ）開通式

11月 17日（飯田市）11月 17日（飯田市）

地域の道路整備や福祉の課題、少子
高齢化への対応など様々な課題につい
て充実した意見交換ができました。

松川町の名子区と上新井区で
ミニ集会開催

11月 30日（松川町）11月 30日（松川町）

上田電鉄別所線の鉄橋崩落現場を視
察。今回の台風による災害は、「特定
災害」に指定されることとなりました。

台風１９号による被災状況視察

11月 4日（上田市）11月 4日（上田市）

この日は、前回（第32回：10月29日）に
引き続き、成長戦略の策定に向けた各
論について議論いたしました。

未来投資会議

11月 12日（首相官邸）11月 12日（首相官邸）

西村康稔経済財政政策担当大臣と日
本銀行から日本経済の現状についての
報告がありました。

月例経済報告等に関する
関係閣僚会議

10月 18日（首相官邸）10月 18日（首相官邸）

安倍晋三総理大臣より、内閣府副大臣を拝命
9月 13日（首相官邸）

安倍晋三総理大臣より、内閣府副大臣を拝命
9月 13日（首相官邸）

飯伊後援会
新代表

柴田　忠昭

建設業における働き方改革の在り方に
ついて理解を深めるため、厚生労働省
と国土交通省から説明を受けました。

建設業働き方改革モデル説明会

4月 20日（南箕輪村）4月 20日（南箕輪村）

多くの皆さまが通勤や買い物、通院など
に利用されています。早期の完全復旧
に向けて、しっかり取り組んでまいります。

国道３６１号権兵衛峠道路の
崩落個所を視察

10月 26日（南箕輪村）10月 26日（南箕輪村）

内閣府を代表し、景気認識等と政府の取組等について発言を行
いました。

日銀・金融政策決定会合

9月 19日（日本銀行）9月 19日（日本銀行）

宮下一郎さんのブログ更新中！
伊那谷、そして国政での活動を報告中！ 宮下一郎さんの「今」がわかります！

Facebook
宮下一郎さんの
友達リクエストをお送りください

Facebookへログインしてご覧いただけます

ホームページ検索

▲

宮下一郎

公式サイト https://www.m-ichiro.jp/
ブログサイト http://m-ichiro-blog.net/
E-mail ichiro@m-ichiro.jp検索
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伊那市長
白鳥　孝

　宮
下
副
大
臣
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
、工
業
・
医

療
・
農
業
の
地
方
創
生
事
業
が
、

今
、全
国
で
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。今
年
か
ら
は
買
い
物
支
援

や
、Ａ
Ｉ
に
よ
る
乗
合
・
自
動
配

車
事
業
が
実
用
段
階
と
な
り
、

高
齢
者
が
住
み
や
す
い
街
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　伊
那
谷（Ina Valley

）は
、リ
ニ

ア
開
業
に
向
け
大
き
な
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。各
自
治
体
は
、ま

す
ま
す
魅
力
的
な
街
づ
く
り
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。そ
の
た
め
に
は
信
頼
の
厚
い

宮
下
議
員
が
、国
政
で
築
か
れ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
き
な
力

と
し
て
、国
と
の
懸
け
橋
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　私
は
内
閣
府
副
大
臣
と
し
て
、
日
本
発
展
の
原
動

力
と
な
る
各
分
野
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　「経
済
財
政
政
策
」
で
は
、
経
済
財
政
諮
問
会
議

に
出
席
し
、
経
済
財
政
運
営
と
改
革
、
予
算
編
成
の

方
針
決
定
な
ど
に
関
わ
る
他
、
日
本
銀
行
の
金
融
政

策
決
定
会
合
に
財
務
副
大
臣
と
と
も
に
出
席
し
、
政

府
の
景
気
判
断
な
ど
に
つ
い
て
の
発
言
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　「経
済
再
生
」
で
は
、
未
来
投
資
会
議
に
出
席
し
、

将
来
の
成
長
に
資
す
る
分
野
へ
の
投
資
を
進
め
る
た

め
の
「
成
長
戦
略
」
の
取
り
ま
と
め
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

　「Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
に
関
す
る
総
合
調
整
」
で
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ

11
や
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
日
米
貿
易
協
定
の
国
内
対
策
等

に
関
す
る
総
合
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
」
で
は
、
全
世
代
型

社
会
保
障
検
討
会
議
に
出
席
し
、
だ
れ
も
が
安
心
で

き
る
制
度
の
構
築
の
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　「金
融
」
で
は
、
銀
行
・
証
券
・
保
険
な
ど
に
関

す
る
政
策
の
企
画
や
監
督
、
証
券
市
場
の
透
明
な
運

営
の
確
保
、
会
計
・
監
査
や
公
認
会
計
士
制
度
な
ど

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
全
力
投
球
で
頑
張
り
ま
す
。

内
閣
府
副
大
臣
と
し
て
、全
力
で
頑
張
っ
て
い
ま
す

令和元年活動報告

　平
成
29
年
10
月
の
総
選
挙
で

５
期
目
当
選
を
果
た
さ
れ
た
宮

下
議
員
は
、
令
和
元
年
９
月
に

内
閣
府
副
大
臣
に
就
任
さ
れ
、

我
々
の
期
待
を
一
身
に
受
け
て

大
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

我
々
は
後
援
会
活
動
を
活
性
化

し
、
議
員
が
存
分
に
そ
の
力
を

発
揮
し
活
躍
で
き
る
よ
う
組
織

強
化
を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　南
信
州
地
域
は
、
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
開
業
と
三
遠
南
信

自
動
車
道
の
開
通
を
控
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
宮
下

議
員
の
力
が
必
要
で
す
。
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
伊
那
谷

実
現
に
向
け
、
さ
ら
に
支
援
の

輪
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
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